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「科学」と「技術」の関係の変遷を，17 世紀末の Newton による古典力学－19 世紀
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本小論では，「科学」と「技術」の関係を理解するために，17 世紀末の Newton によ








1687 年2に刊行された“Philosophiae Naturalis Principia Mathematica”（自然哲学の
数学的原理）において Newton が述べたものは何だったのであろうか．一言でまとめれ
ば，Archimedes 以来の“静力学”（釣り合い, てこの原理, 浮力の原理；すなわち「機
械学」）の伝統の下に，Galilei による“落体の法則”（1604）と Kepler による“惑星







































                                                  
1 寺内衛，寺内かえで『“科学”“リテラシー”に関する一考察』「政経研究」第 93 号第 71－78 頁（政治経
済研究所，2009）. 












Archimedes の静力学（＝力が釣り合っている場合）と Galilei の“等速度直線運動”
とに対応している． 


















































                                                  
4 本稿ではその詳細を採り上げないが，“近代化学の父”（フランス語版の Wikipedia によれば，père de la 
chimie moderne）と呼ばれている A. L. Lavoisier は，「化学反応の前後で，反応物の質量の総和と生成物
の質量の総和は同一である」という質量保存の法則を見出した(1774 年)．具体的な例を挙げれば，CH4＋
2O2→CO2＋2H2O（天然ガスの主成分であるメタンが完全燃焼すると，二酸化炭素と水が生成される）と






5 http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/missions/hayabusa/ 及び，http://www.jaxa.jp/projects/sat/muses_c/ 
6 例えば，万有引力に従う太陽と地球と月の運動を記述する，というような，相互作用をする複数のもの






























Maxwell はこれらの自然の性質の体系化を試み，1864 年に Maxwell の方程式と呼ばれ
る以下の 4 つの方程式を発表した： 
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     (4) 
 
     (5) 
 
(2)式は「電荷によって電場ができる」ことを示しており，これは Gauss の法則
                                                  
10 ちなみに，Newton 自身は光の性質を追究する目的で自ら鏡面を磨き，Newton 式反射望遠鏡
（http://en.wikipedia.org/wiki/Newtonian_telescope）を発明して実際に製作することもできたが，Galileo 
Galilei や Tycho Brahe / Johannes Kepler が天文学史上に残したものと比肩するような新たな観測結果は
残していない． 
11 http://en.wikipedia.org/wiki/Thales 




































(1835)と呼ばれているものである．（ ρ : 電荷密度， Erdiv : 電場ベクトルの










rot ; 電場ベクトルの rotation（回転），右辺；
磁束密度ベクトルの時間変化の割合） 
(5)式は「時間的に変化する電場は，電流と同様に磁場に渦を作る」という自然の
性質を表わしたものであり，一般化された Ampere の法則（1822 年）の表現であ
る．（ B
r
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（ ;,, zyx 直交座標軸）である．(6)式及び(7)式は時
間についての 2 階の微分方程式であり，前節において採り上げた Newton の運動方程
式と同様に，初期値を与えればそれ以降の時刻に電磁波が伝播する様子を記述できる，
すなわち，定量予測可能性を有している．このように，将来に関する定量予測可能性を


































世記第 1 章第 3 節, 新共同訳, 1987）というキリスト教的世界観と全く矛盾が無いこと










の帰結である“電磁波の存在”が実験的に確認されたのは 1888 年であり（Hertz の実












                                                  
14 http://de.wikipedia.org/wiki/Gott_w%C3%BCrfelt_nicht 
あるいは http://en.wikiquote.org/wiki/Albert_Einstein 





































                                                  






























































































                                                  
31 例えば，F.G. Gosling, “The Manhattan Project: Making the Atomic Bomb.” DOE/MA-0002 Revised. 
Washington, D.C.: Department of Energy, 2010. 
http://energy.gov/sites/prod/files/Manhattan_Project_2010.pdf 
32 松本三和夫は，『文化としての近代技術－STS 相互作用モデルの視点』「科学技術のゆくえ」（加藤・松
山編）（ミネルヴァ書房，1999）において，19 世紀後半以降の産業社会における STS 相互作用モデルの特
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注： 本稿の脚注では英語版 Wikipedia へのリンクを多数掲載している．これは，現在では科学分
野・技術分野の文献の大多数が英語で書かれていて科学者・技術者が科学的解説・技術的解説
を英語で取り扱うことに習熟していることの結果として，Wikipedia 各国語版の中で英語版の記述
が科学技術分野において充実していること，また，その記述に間違いがあった場合に修正すること
が可能な“専門家”の数が他の言語に比べて圧倒的に多いと考えられることから，その内容の妥当
性が他言語版よりも高いと考えられるためである．また，Wikipedia の記述が専門家向けの記述で
はなく，一般的な教養としての科学・技術に関する知識を得ることが可能なまとめになっている，と
いう点も考慮している（本稿を読まれる方々が必ずしも物理学あるいは物理学史の専門家では無
いであろうと推測されるためである）． 
 
